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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 12日 (2007.3.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 緩 衝 装 置 に お い て 、
　 レ ー ル （ ４ ） 内 に 嵌 合 さ れ う る 本 体 と 、
　 ク ッ シ ョ ン の 働 き を す る た め の 減 衰 要 素 と 、
　 走 行 機 構 部 （ ６ ） を 保 持 す る た め の 保 持 用 バ ネ と を 具 備 し 、 該 走 行 機 構 部 （ ６ ） は 前 記
レ ー ル （ ４ ） 内 に 案 内 さ れ 、 該 走 行 機 構 部 は 適 切 な ド ア 要 素 （ ２ ） を 担 持 し て 案 内 す る た
め に 設 け ら れ て い る 緩 衝 装 置 に お い て 、
　 前 記 緩 衝 装 置 （ １ ０ ） の 少 な く と も 略 Ｕ 字 形 状 の 本 体 （ １ １ ） が 第 一 お よ び 第 二 の 翼 状
部 （ １ ４ 、 １ ８ ） を 有 し て お り 、 該 本 体 は 金 属 要 素 か ら 打 ち 抜 か れ て 曲 げ ら れ て お り 、 こ
れ ら 翼 状 部 は 中 心 部 材 （ ２ ０ ） に よ っ て 互 い に 連 結 さ れ て お り 、 該 中 心 部 材 （ ２ ０ ） は 前
記 走 行 機 構 部 （ ６ ） を 保 持 す る よ う に な っ て い る 保 持 用 バ ネ （ １ ３ ） に 連 結 さ れ て お り 、
ま た は 該 中 心 部 材 が 保 持 用 バ ネ で あ り 、 前 記 翼 状 部 （ １ ４ 、 １ ８ ） の 端 部 材 （ １ ７ 、 １ ９
、 ２ ６ 、 １ ７ ＊ 、 １ ９ ＊ ） が 前 記 減 衰 要 素 （ １ ２ ） を 保 持 す る た め に 設 け ら れ て い る 緩 衝
装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 中 心 部 材 （ ２ ０ ） が 舌 状 延 長 部 を 有 し て お り 、 該 舌 状 延 長 部 は 前
記 走 行 機 構 部 （ ６ ） を 保 持 す る よ う に な っ て い る 保 持 用 バ ネ （ １ ３ ） を 形 成 し て い る 請 求
項 １ に 記 載 の 緩 衝 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 減 衰 要 素 （ １ ２ ） が 互 い に 向 か っ て 曲 げ ら れ て い る 翼 状 部 （ １ ４
、 １ ８ ） の 端 部 材 （ １ ７ ＊ 、 １ ９ ＊ ） の 間 に 保 持 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 緩
衝 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 ネ ジ （ ３ １ 、 ３ ２ ） を 固 定 す る た め の ネ ジ 山 付 き ド リ ル ホ ー ル （ １ ３
１ 、 １ ３ ２ ） が 前 記 中 心 部 材 （ ２ ０ ） 内 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 本 体 （ １ １ ） は Ｕ 字 形 状
レ ー ル （ ４ ） 内 に 嵌 合 さ れ る こ と が で き 、 該 レ ー ル は 、 両 側 に お い て 側 方 プ レ ー ト （ ４ ０
１ ） に 連 結 さ れ て い る 上 方 レ ー ル 中 心 部 材 （ ４ ０ ０ ） を 有 し て お り 、 該 側 方 プ レ ー ト の 端
部 は 互 い の 方 に 向 け ら れ て い る 脚 部 材 （ ４ ０ ２ ） を 有 し て お り 、 こ の 場 合 に は 二 つ の 前 記
翼 状 部 （ １ ４ 、 １ ８ ） が 前 記 脚 部 材 （ ４ ０ ２ ） 上 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 固 定 用 ネ ジ （ ３
１ 、 ３ ２ ） が 前 記 レ ー ル 中 心 部 材 （ ４ ０ ０ ） に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 請 求 項 １ か ら ３ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 緩 衝 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 中 心 部 材 （ ２ ０ ） ま た は 前 記 中 心 部 材 （ ２ ０ ） の 前 記 延 長 部 に お



い て 調 節 用 ネ ジ （ ３ ０ ） の た め の ネ ジ 山 付 き ド リ ル ホ ー ル （ １ ３ ０ ） が 設 け ら れ て お り 、
前 記 保 持 用 バ ネ （ １ ３ ） に 加 え ら れ る プ レ ス ト レ ス を 調 節 す る た め に 、 前 記 調 節 用 ネ ジ は
前 記 レ ー ル 中 心 部 部 材 （ ４ ０ ０ ） に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 緩 衝 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 本 体 （ １ １ ） 内 に ノ ッ チ （ ２ ５ ） が 形 成 さ れ 、 こ れ ら ノ ッ チ は 前
記 緩 衝 装 置 （ １ ０ ） を 補 強 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
緩 衝 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 下 方 側 部 の 前 方 に お い て 、 二 つ の 前 記 翼 状 部 （ １ ４ 、 １ ８ ） に は
く ぼ み （ １ ４ １ 、 １ ８ １ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら く ぼ み は 前 記 レ ー ル （ ４ ） 内 に 導 入
さ れ た 前 記 緩 衝 装 置 を 傾 斜 さ せ る こ と が で き る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 緩
衝 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 二 つ の 翼 状 部 （ １ ４ 、 １ ８ ） の 互 い に 向 か っ て 曲 げ ら れ た 前 記 端
部 材 （ １ ７ 、 １ ９ 、 ２ ６ 、 １ ７ ＊ 、 １ ９ ＊ ） が 互 い に 重 な り 合 っ て い る 請 求 項 １ か ら ７ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 緩 衝 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 第 一 の 翼 状 部 （ １ ４ ） は 、 第 二 の 翼 状 部 （ １ ８ ） に 向 か っ て 曲 げ
ら れ て い て 開 口 部 （ １ ６ ） が 設 け ら れ て い る 前 方 部 材 （ ２ ６ ） を 有 し て お り 、 該 開 口 部 が
前 記 減 衰 要 素 （ １ ２ ） を 受 容 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 緩 衝 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 緩 衝 装 置 １ ０ を 前 方 か ら 示 し て い る 。 減 衰 要 素 １ ２ を 保 持 す る よ う に な っ て い る
前 方 部 材 ２ ６ は 、 前 方 部 材 ２ ６ 上 に お け る 衝 撃 が 両 方 の 翼 状 部 １ ４ 、 １ ８ に よ っ て 各 場 合
に 吸 収 さ れ る よ う に 、 二 つ の 翼 状 部 １ ４ 、 １ ８ を 連 結 し て い る 。 保 持 用 バ ネ １ ３ を 調 節 す
る よ う に な っ て い る 調 節 用 ネ ジ ３ ０ も 示 さ れ て い る 。
　 図 ２ お よ び 図 ３ よ り さ ら に 分 か る よ う に 、 二 つ の 翼 状 部 １ ４ 、 １ ８ に は く ぼ み １ ４ １ 、
１ ８ １ が 前 方 側 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら く ぼ み に よ っ て 、 緩 衝 装 置 １ ０ が レ
ー ル ４ 内 に 導 入 さ れ た 後 に 、 緩 衝 装 置 １ ０ は 前 方 に 傾 斜 さ せ ら れ う る 。 走 行 用 レ ー ル が ネ
ジ に よ っ て 固 定 さ れ て い て 、 こ れ ら ネ ジ の ヘ ッ ド の 高 さ 部 分 ま た は ヘ ッ ド の 形 状 に よ っ て
緩 衝 装 置 １ ０ が レ ー ル 内 を 通 っ て 押 さ れ る こ と が 妨 げ ら れ て い る 場 合 に は 、 こ の こ と は 必
要 で あ り 得 る 。 走 行 用 レ ー ル が 嵌 合 さ れ る と き に 、 走 行 機 構 部 ６ お よ び 緩 衝 装 置 １ ０ は 正
し い 順 序 で 走 行 用 レ ー ル 内 に 既 に 挿 入 さ れ て い る 。 次 い で 、 く ぼ み １ ４ １ 、 １ ８ １ に よ っ
て 、 例 え ば 固 定 用 ネ ジ の ヘ ッ ド に よ っ て 生 じ た 圧 縮 部 （ ｃ ｏ ｎ ｓ ｔ ｒ ｉ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に お
い て 緩 衝 装 置 １ ０ を 傾 斜 さ せ て 、 対 応 す る 点 を 通 っ て 摺 動 さ せ ら れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 面 の 簡 単 な 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 レ ー ル ４ 内 に 設 置 さ れ た 公 知 の 緩 衝 装 置 １ ０ ０ を 示 す 図 で あ り 、 ド ア 要 素 ２ に 連 結 さ れ
た 走 行 機 構 部 ６ が 案 内 さ れ て い る 。
　 　 【 図 ２ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 緩 衝 装 置 １ ０ の 側 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ 】
　 図 ２ に 基 づ く 緩 衝 装 置 １ ０ の 正 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ 】
　 図 ２ に 基 づ く 緩 衝 装 置 １ ０ の 頂 面 図 で あ る 。
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　 　 【 図 ５ 】
　 レ ー ル ４ 内 に 設 置 さ れ て い て 図 ２ に 基 づ く 緩 衝 装 置 １ ０ の 背 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ６ 】
　 レ ー ル ４ 内 に 設 置 さ れ て い て 本 発 明 に 基 づ く 緩 衝 装 置 １ ０ の 図 で あ り 、 ド ア 要 素 ２ に 連
結 さ れ て い る 走 行 機 構 部 ６ が 案 内 さ れ て い る 。
　 　 【 図 ７ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 緩 衝 装 置 １ ０ の 本 体 １ １ を 示 す 図 で あ り 、 こ の 本 体 １ １ は 金 属 製 シ ー ト
か ら 打 ち 抜 か れ て い て 曲 げ ら れ て い な い 。
　 　 【 図 ８ 】
　 複 数 の ド ア 要 素 ２ 、 ２ ’ 、 ２ ’ ’ を 具 備 す る 最 初 に 述 べ た 折 り 畳 み 式 壁 部 の 図 で あ る 。
　 　 【 図 ９ 】
　 壁 部 に 係 合 さ れ て い て 本 発 明 に 基 づ く 緩 衝 装 置 １ ０ を 収 容 す る の に 適 し て い る レ ー ル ４
を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 １ ０ 】
　 翼 型 端 部 材 １ ７ ＊ 、 １ ９ ＊ を 示 す 図 で あ り 、 こ れ ら 端 部 材 は 、 両 側 に 減 衰 要 素 １ ２ を 保
持 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
　 　 【 図 １ １ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 緩 衝 装 置 の 図 で あ り 、 保 持 用 バ ネ １ １ ３ が ネ ジ ３ ３ に よ っ て 本 体 １ １ に
連 結 さ れ て い る 。
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